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幼児の 身体運動 を伴 う空間構成の
　　　　　　　　　　　　　　　　　認知に 関す る 一 考察
泊 里 信 子
工　 本研究の ね らい
　空間構成能力は運動に と っ て 大切 なもの で あ る。 しか し ， 床に描かれた図形な ど の 上 をなぞ っ
て も， 真の 意味で の 空間構成能力が ある とは言い が た い 。 幼児 自身が 自分で判断し コ ン トロ ール
して ， 自由に 床空 間を広げて ゆ く こ とが必 要だ か らで あ る 。
　従来 ， 認知的能力の 発達 と運動発達 との 関連 に つ い て は ， 学業成績ある い は知能テ ス トな どの
得点 と ， 運動能カテ ス トの 得点 との 相関を問題 にする とい うかた ちだけ に とどまり， 認知 的能力
と運動の 空間構成 の 関連性に つ い て は ， 具体的研究は な され て い な い 。
　 しか し， こ こ で は ， 幼児の 身体運動を伴 う空間構成を確立させ るとい う線に 沿い つ つ ， 図形の
知覚能力 ， 知覚
一
手の 運動機能能力 ， 知覚
一身体運動を伴 う空 間 構 成 能力 の 3っ の 軸を設定 し
て
，
そ の 相関を調べ て み よ うと い うの が本研究の ね らい で あ る 。
皿　 実　験　 目　 的
　円 ・ 正 三 角形 ・ 正方形の 図形を用い て ， 弁別 に よる知覚能力 ， 模写能力 ， 身体運動を伴う空間
構成能力問にお け る相関を調 べ る 。
皿　 方 法
　 ユ　 実験期間　　　　昭和55年 7月〜昭和55年 9月
　 2 対 象 　 4 才児 66名 （男子38名，女子28名）
　　　　　　　　　　　5 才児　68名 （男子29名 ， 女子39名）
　 3　 実験方法
　　（1｝ 知覚テ ス ト （1対 1 ）
　表 1の よ うな ， 形の 違 う円 ・三 角形 ・ 四角形 の図形各 4 枚つ つ 幼児 の 前に 並べ ， それ ぞれ 「ま
るを選ん で ご らん」， 「3つ の 棒が同 じ長 さ の 三 角形を選 ん で ご らん」， 「4 つ の 棒が同 じ長さの 四
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角形を選 んで ご らん」 と， 指示をする 。 　　　　　　　　　 表 1 弁別に使用した 図形の 例
　　  模写テ ス ト （1 対 1）
　図 1の カー ドABC を見せ ， 順に模写 させ る 。
カー ドは ， 幼児 に見せ た後 ， 隠す 。 1 回み せ て 模
写 で きな い幼児 には ， 再度みせ る 。 それ以上 の 場
合は中止 する 。
　　（3） 空間構成テ ス ト （1対 1）
　 a 　 カ ー ドA （図 1参照）を 見せ ， 「先生 の手
拍子に合わ せ て ， 歩 い て 床 の 上に こ の 絵 の よ うな
まるを描い て ご らん」 と指示す る 。 手拍子は 4 拍
子で 行な う。
　 b
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　 カードA 　　　　　ヵ一ドB　　　　 カ ードC
　　　 図 1　 摸写テ ス トの 図形の 例
　　カー ドB （図 1参照）を見せ ， 「先生の 手拍子 に合わ せ て ，歩い て 床の 上 に こ の 絵の よう
な 三 角形を描い て ご らん」 と指示する 。 そ の 際 ， 角が 3 つ ある こ とを 図形 で 指摘す る 。 手拍子は
4 拍子で 行な う。
　 c　カ ー ド C （図 1参照）を見せ ， 「先生 の 手拍子 に合わせ て ， 歩いて床の上 に こ の絵の よ う
な四角形 を描い て ご らん」 と指示す る 。 そ の 際 ， 角が 4 つ ある こ とを図形で 指摘する 。手拍子は
4 拍子で 行な う。
IV　結 果
　表 2 は ， 円 ・正 三 角形 ・正方形 の 知覚 の 正 誤率を求め た もの で あ る 。 いずれの図形で も ， 5 才
児 の 方 が知覚能力は す ぐれ て い る 。 とく に ， 正 三 角形を弁別 した時 に そ の差は大 きい 。 また ， 各
テ ス ト｝こお い て ， 誤 答の 多か っ た図形は ， 4才児で は ， 円
一
開い て い る図形 （表 1No ．4参照），
正 三 角形一 2 等辺三角形 （表 1No ．3参照）， 正方形一菱形 （表 1No ．4 参照）を分別 した 。 5才
児で は ， 円一誤 答な し，正 三 角形
一 2 等辺 三 角形 （表 1No ．3 参照）， 正方形一角 の な い 楕円の よ
表 2 図形知覚の 正 誤率 （ ）内人数



































※ 　○は 正 答 ， × は誤答
　 test　1 円，　 test　2 正 三 角形，　 test　3 正方形
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表 3− 1　　 円 の 模 写 内容
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　 　 　 test　1　　　 ・　test2　　　　　test　3
　 　 　 （円）　　 〔正三角形）　 （正方形 ）
図 2　図形 に よ る正 答率 の 変化
うな四角形 （表 1No ．3参照） を弁別 し 、
た 。
　図 2 よ り， 困難度の 高い 図形は ， 4 ・
5才児 とも正三 角形一正方形一円の順で
あ っ た 。 以上の 結果から ， 幼児 が
一
番知
覚 しに くい の は正 三 角形で あ り， そ の 時
に年齢差が大き く関与する こ とがわか っ
た 。
　表 3
− 1 〜 3 は模写テ ス トの 結果内容
で ある 。 白紙は 4 才児 の みで ， 正 三角形
の 模写の時に多く現われた 。 こ の こ とか
ら ， 5才児は模写 の 出来 に か かわ らず，
何 らか の 図形を描画 して い た こ とが わか
る 。 知覚テ ス トで ， 正三 角形が一番知覚
しに くい 図形で あるとい う結果が 出たが ，
正 三 角形模写の 白紙 12名は ， それを裏付
けす る もの と言える 。 また ， 角が とれて
　　※ 項 目　 A 　正確に模写　　B　 ほ ぼ 円
　　　　　 C 　楕円形　　　 D　 SE 不一致
　　　　　 E 　自紙
　　　　　 （S ： ス タ ート地点　E ；終わ りの 地点）
表 3− 2　　正 三 角形の 模写内容














※項 目　 A 　正確に模写　　B　二 等辺三 角形
　　　 C　 1〜 2ケ所角が とれ な い 　　D 　 SE 不一致




ート地点　E ：終わ りの 地点）
　表 3− 3　　正 方形 の模写内容























　 　 　 D
　 　 　 F
正確に模写　　B　長方形　　C　楕円
1〜3ケ所角が とれ ない 　　 E　 SE 不一致
白紙 （S ；ス タ ート地点　E ：終わ りの 地点）
い なか っ た り，指示 され た図形 と異 な る図形を描 い た の は 4才児に 多か っ た 。 SE が一致 しな い
の は ， 全体的 に 4 才児 に 多くみ られ た が ， 正三角形に 関 して は ， 4 ・ 5才児 間に大差はなか っ た 。
ま た ， 性差 で みる と， ど の 図形で も白紙は全員男子で あ っ た 。
　 さ らに ， 表 3 − 1〜 3 よ り成功率を出す こ と に よ っ て ， 模写難度 の 高 い 図形 ， および 図形間 の 変
化をみた 。 い ずれも模写結果内容の項目A を成功 とみ な して 成功率を出した が ， 表 3 − 1 の 円模
写 の場合， 知覚テ ス トで 成功率の高 い図形で ありなが ら， 正確 に模写が 出来た幼児 が ， 極め て少
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なか っ た 。 しか し， 項 目B も， ほとん ど円 と言え る ほ どの 図形で あ っ た の で ， 円 の模写 に限 り成
功率の 中に含めた 。
　年齢差に おい て ， どの 図形 に お い て も知覚テ ス ト同様 ， 5才児の方が成功率 は高 い 。 また ， 困
難度の 高 い 図形 は， 4 才児 は，正三 角形一正 方形一円 とな り， 5才児は ， 正方形一正三 角形
一
円
の順 とな っ た 。 こ こ で ， 知覚テ ス トの結果 と比較する と ， 4才児 は同様 の 順位を示 した が ， 5 才
児は正 三 角形 と正方形の 順位が変わ っ 　　表 4　 図形模写 の 成功率 　　　 （ ）内人 数
て い る 。
　性差で み る と ， 4才児女子は ど の 図
形 に おい て も男子よ りす ぐれて い るが ，
5 才児女子は正方形模写だ けがす ぐれ
て い た 。 困難度の高 い 図形で ， 知覚テ
ス トと同様の 順位だ っ た の は ， 4才児
女子の み で あ っ た。
　表 5 − 1 〜 3 は ， 空 間構成の結果内
容で ある 。 歩行不能者は ， 4才児 の み
に 見 られ ， 途中中断は ， 5才児の 正方
形の 空間構成に現 われ た 。 こ こ で模写
の 時と比較する と ， 白紙
一歩行不能 と
い う現象は，模写 の時 と同様 ， 4才児
の み に見 られた。しか し，正 三角形で
は ， 白紙 の人数 よ り， 空間構成 の 歩行
不能者 の 人数の 方が少なか っ た。また ，
模写の 場合 ， 白紙は全員男子で あ っ た
が ， 空間構成で は女子 も含まれ て い る 。



















全 体 173・5（・・） 1 … 6（48） 155．1（38）
※　test　1 円 ，　 test　2 正三 角形，　 test　3　正方形
　　　　 表 5− 1　　 円の 空間構成結果内容
























※ 項 目　A 　円 を構成 　　B 　楕 円を構成
　　　 C　 SE 不一致　　D 　 SE 不一致で あ る
　　　 が ， 線上 を交差 し て 円を構成
　　　 E　歩行不能
表 5 −−2　　正三 角形 の 空間構成結果内容









2　 　 14　 　 10
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0
4　　　4　　　6　　 14　　　　　　68
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0








※項 目　 A 　正 三 角形を構成
　　　 D　 1 ケ所角がとれた
　　　 角が 3 ケ所とれ た
　　　 で 角が 1ケ所 とれ た
　　 　 行不能
　B　二 等辺 三 角形を構成　　C　 2 ケ所角が とれ た
　 E 　3 ケ所と も角が とれない 　　 F 　SE 不一致で
G　 SE 不一致で角が 2 ケ所 とれた　　 H 　SE 不一致
　 ISE 不一致で角が 3 ケ所ともとれない 　J 歩
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表 5− 3　　正方形 の 空間搆成結果内容
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※項目　A 　正方形を構成， B　長方形を構成 ，　 C　3 ケ所角が とれ な か っ た
　　　 D　2 ケ所角が とれ な か っ た，E　1 ケ所角 が とれ な か っ た ，　 F　 4
　　　 ケ所 と も角が とれなか っ た，G　SE 不一致 で 角が 4 ケ所とれ た，
　　　 H 　SE 不
一
致 で 角が 3 ケ所とれ た，　 I　 SE 不一致で 角 が 2 ケ所 と
　　　 れた，J　 SE 不一致 で 角が 1ケ所 とれ た，　 K　SE 不一致で 角が 4
　　　 ケ所と もとれない，L　途中で 中断 ，　 M 歩行不能
また ， 角が とれ て い なか っ た 4才児 は
5才児 に 比 べ て 大変多か っ た 。
　表 5 − 1 〜 3 よ り成功率を 出す こ と
に よ っ て空 間 構 成 で の 難度の 高い 図
形 ， および図形間の 変化を見 た 。 い ず
れ も空間構成結果内容 の 項 目A を成功
とみな して成功率を 出した 。
　年齢差に お い て ， 円の 空間構成 に 関
して は ， そ の 成功率 に ほ とん ど大差は
な く， 幾分 4才児 が上 わ ま わ っ て い
表 6　空間構成 の 成功率 （ ）内人数






















全　　体 ・9・4（・・） 1 ・・ 6（14） 「 147 （1・）
※　test　 1 円，　 test　2 正 三 角形 ，　 test　3 正 方形
る 。 正三 角形 。 正方形の 空間構成では 5 才児 の 方が高 く，正 三 角形 の 空 間構成 の 時に そ の 差が大
きい 。 以上 の こ とか ら ， 円 の 空間構成で は ， 年齢に よ る能力差 はな く， 正 三 角形 の 空 間構成時に
大 き く出て くる こ とがわか っ た 。 困難度の高い 図形は ， 4才児 は正 三 角形 一正方形一円の 順で ，
5才児 は正方形一正三 角形一円 の 順 とな っ た 。 こ こ で 知覚テ ス トの結果 と比較する と， 4 才児 は
同様の 順位を示 した が， 5 才児 で は正 方形 と正 三 角形 の 順位が ， 模写 の結果 と同様に入 れか わ っ
て い る 。
　性差で見 る と ， 4才児女子は どの図形におい て もす ぐれて い る が ， 5才児 女子で は 円と正方形
の 空間構成の みすぐれて い る 。 困難度の 高い 図形を見 ると， 知覚テ ス ト と同様だ っ た の は ， 4才
児女子 の み で あ っ た 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 7− 1　 円の 空間構成の 不成功率　 （ ）内延人数
　空間構成が 出来なか っ た 原因を見 るため
に ， 空 間構成の 結果内容よ り， 成功 しなか
っ た内容 と ， そ の 不成功 率を求 め た 。
　円の 空 間搆成で は ， 4 ・5才児 とも SE
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不
一
致によ る もの で あ っ た 。 しか し， そ の
中で 円を構成 した 5才児が 4割み られ た 。
こ の こ とか ら， 不成功 とは言い なが ら， 5
才児の方が 円の 空間構成の 成功 に近い 所に
い る と言え る 。 正 三 角形 ・ 正方形 の 空間構
成に お い て も， SE 不一致は主 な原因の ひ
とつ と して 出て くるが ， 4才児の それぞれ
の 主原因は，ま っ た く角の な い 正三 角形 ・
正方形 ， つ ま り円形を構成 した こ と で ， こ
れに該 当する幼児が ， い ずれの 場合も 7割
い た 。 5才児は主原因と して い ずれ もSE
不
一
致が あげ られ ， 次に 4才児同様に な っ
た が ， 不成功率は 3〜 4 割程度で あっ た 。
こ の こ とか ら， 5才児の方が 円 の 空 間構成
と同様 ， そ の 成功 に近い所 に い る とい え る
で あろう。
　 こ こ で ，知覚テ ス ト，模写 テ ス ト ， 身体
泊里 ：幼児の 身体運動を伴う空間構成 の 認知 に 関す る
一考察
　　 表 7 − 2
　　　 正 三角形の空間構成 の 不成功率　 （ ）内延人数




















表 ワー3　正 方形 の 空間構成 の 不成功率 （ ）内延人数
項 目 巨 才 刺 ・ 才 児
SE 不一致
4 ケ所角が とれた
3 ケ所角が とれ た
2 ケ所角 が とれた
1 ケ所角が とれ た



















運 動を伴 う空間構成 の 相関を求め た 。 図 3 よ り知
覚一模写の 関連性 に つ い て 見る と ， 4 才児は ， 知
覚テ ス トの 成功率が高い 円は模写の テ ス トで も高
く ， 低い 正 三 角形 は模写 の テ ス トで も同様 の こ と
が言え ， 相関があ っ た 。 5才児 で は ， 知覚テ ス ト
の 成功率が高い円は模写の テ ス トで も高い が ， 低
い 正 三 角形 は，模写テ ス ト におい て も同様で ある
とは言え な い た め ， 相関はみつ か らなか っ た 。
　知覚
一
空 間構成に お い て ， 4才児は知覚一模写
と同様の パ タ ーン を示 した の で ，相関がみ つ か っ
た 。 5才児 は知覚一模写 と同様の パ タ ー ン を示 し
たの で ， 相関は なか っ た 。
　 模写
一














tes し 1　　　test 　2　　　test3
（円）　　（正三角形〉　 （正方形）
図 3　 図形に よ る成功率 （正 答率） の 変化
功率の 高 い 円が空聞構成 の 時 も高 く， 低 い 正 三 角形 は同様IC低 い の で ， 相関 があ っ た 。 5オ児
は ， 模写成功率 の高 い 円 が空 間構成 の 時 も高 く，低い 正 方形 も同様に 低い の で ， 4 才児 と低い 図
形は違 っ て い るが ， 相関が あ っ た 。
　以上 の こ とか ら ， 4 才児で は ， 知覚一模写
一
空間構成 は同 じパ ター ン を示 し ， 三 者に相関が み
られた 。 5才児 に お い て は ， 模写一空間構成は 同じパ タ ーンを示 しt が ， 知覚 との 関連に お い て
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は 相関 は み られなか っ た 。
V 　考 察
　 こ の 実験 で 問題 とされた の は ， 運動 の 遂 行には知的活動が随伴する とい う こ とで あ る 。 そ の知
的活動 には知的能力を発 揮す るため に必要とされる非知的要因，た とえ ば注意 の 集中力，自己統
制力 ， 社会的，情緒的適応な どあげ られ る 。 模写あ るい は空間構成 の 軌跡を見れば ， そ れが ど の
よ うな図形を示 して い るか判断で き る。 しか し ， 前述の こ とか ら， 空間構成が出来なか っ た こ と
が ， そ の まま空聞構成の 認知能力の欠落を意味するわけで はな い 。そ こ で 本研究 で は ， 運 動の 遂
行に問題がある こ とを前提 と して 研究を進め る こ と に した 。
　結果で 示 した よ うに ， 円に関して は ， 4 ・5才児 ともほぼ全員が知覚 して お り， 次が正方形で ，
知覚難度の高い 図形は正 三 角形で あ っ た 。 ピ ァ ジ ェ は い ろ い ろな図形を 幼児に模写 させ下記 の よ
うな結論を出して い る。
　　　どん な図形 を示 して も ， ただ リズ ミ カ ル な線 の 走 り書 きを くり返 すにすぎな い段階を経 ，
　　次に トポ ロ ジ カ ル な関係 （た と え ば閉 じ て い るか開 い て い る か ， 点が 中に あるか外 に あ る
　　か）の みを書 きあ らわせ る段階が くる 。 っ まりこ の 期にお い て 四角 も円も区別 されず ， ぼん
　　や りと円状の 閉 じ た 図形をか く。 角の 存在を通 して しだい に円一楕円群と正方形一三 角形群
　　が 区別 され ， 最後に全図形 が完全 に 描画される よ うに な る 。
図形 の 知覚 もこ れ と同 じよ うな過程を経 て い る と言え よ う。
　知覚テ ス ト
・模写テ ス ト ・空間構成テ ス トで は ， い ず れ も 5才児 の 方が成功率は 高か っ た が ，
こ れ は年齢に よ る 知 識 ・ 経験 ・ 心 身の 発達等 の 差が こ れ らの テ ス トの成功率に影響して い るもの
と思われ る 。 ま た こ れ らの テ ス ト問の 関連性を見 ると， は っ き りと した相関があ っ た の は ， 模写
一
空 間構成テ ス ト間 の み で あ っ た 。 こ の テ ス ト間 の 成功率を見 ると ， ど の 図形を と っ て も模写 の
方が空間構成よ り高か っ た。空間 ・ 遠近 ・ シ ェ ーマ な ど の トポ ロ ジ ーの概念 は 運動 の 空 間構成の
時に必要な もの で あ り， 数字で は空間的 な図形が頭の 中に刻み つ け られ て忘れ る こ と の で きな い
映像 に な っ た時 ， シ ェ ーマ と呼ん で い る 。 運動は物理 的には動い た瞬間に消え て い る も の な の
で ， 模写 の 場合以上 に 知覚 した 図形を確実に シ ェ ーマ 化 しな ければ な らな い と言え る。 こ の こ と
が空間構成 の 成功率 の 低 さ とな っ て あ らわれた の で あろ う 。
　模写 同士，空間構成同士の 相関はみつ か らなか っ たが， 4 ・5 才児 とも模写一空間構成間で は
相関がみ つ か っ た 。 こ の こ とか ら，模写の 上達が空間構成の 上 達 に つ なが る とい うこ とが予 測 で
きる。 事前に 模写 の 学習を くり返 した幼児 と ， そ うで な い 幼児 に 空間構成を 行な え ば ， そ の成功
にか な りの差がみつ か るの で はな い だろ うか 。 我 々 が幼児 に 空 間構成 （特に マ ス ゲーム ， プ ロ ム
ナ
ー ド等）を行 なわ せ る際 ， ほ とん ど の場合模写は行 なわず ， 言葉指示，あるい は示範に よ っ て
指導 し ， 幼児が空間構成 の 全体の 図形を 認知 し て い る か 否か に かかわ らず ， くり返 し経験 させ る
こ と に よ り， 空 間構成を成立 させ て い る 。 しか し ， 認知 とは能動的な プ ロ セ ス で ある 。 そ こ で ，
空間構成を行な う前に ， 模写の 過程を踏めば ， 学習効果は高め られ ， 幼児 自身も少 しは能動的に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 泊里 ： 幼児 の 身体運動 を伴う空聞構成の 認知に関す る一考察
空間構成を行 なえ るの で はない だ ろ うか 。
　また ， 空間構成の 不成功の 主な原因 として ， 「SE 不一致」「角が とれな い」等があ げ られ た
が ， SE 不一致をな くすには ， 空間構成を行 な う際 ， 自分の ス タ ート位置を認識さ せ る こ とが必
要 で あ り， 角を とれ るよ うに する に は ， 模写 の 認知過程で 代表的機能面 （た とえ ば三 角形は角が
3 つ ある とか ， そ の 角が図形 の特徴で ある とい う点）を踏まえ て 指導 して 行 けば ， 空間構成の成
功率は高 まるもの と思 われる 。
　性差に おい て は ， 4 才児女子で は っ きり現われた もの の 5才児女子で はあまりみ られず ， そ の
要因は つ か め なか っ た 。
VI　 ま と め
　本研究は ， 幼児 の 身体運動を伴 う空間構成を確立 させ るとい う線 に沿い つ つ ， そ の認知の実体
を知 る こ とで あ っ た 。 そ の 結果 ， 円の 空間構成が幼児 に とっ て 認知 しやすい 運動で ある こ と ， 幼
児 の 模写能力が ， 身体運動を伴 う空間構成能力に比例す る こ とが明 らか に な っ た 。
　今回は ， リズ ム と の 関連に つ い て はみ なか っ たが ， も し 「リズ ム を 正 確に とる」 とい う こ とを
前提 に実験を行なえば ， そ の 成功 ， 不
・
成功率 ， および 内容に ど の よ うな変化が生 じるか ， 更に研
究の 必要があ る。
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